
か
ｌ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ロ
ー
・
こ
れ
を
臨
床
用
に
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ

し
た
の
が
心
室
機
能
曲
線
で
あ
り
、
ス
ワ
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル
（
一
九

七
五
）
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
こ
の
カ
ー
ブ
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
。
（
な

お
肺
動
脈
圧
カ
テ
ー
テ
ル
の
開
発
に
は
、
戦
中
米
国
フ
ェ
ン
（
ベ
イ

リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
門
下
）
や
ク
ー
ル
ナ
ン
ら
に
よ
る
肺
研
究
か

ら
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
）

（
大
阪
医
科
大
学
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
東
洋
医
学
の
灸
を
詳
細
に
描
写
し
た
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
住
み
、
牧
師
を
し
て
い
た
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
シ
ョ
フ

国
①
村
目
色
己
回
国
易
呂
昌
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
生
涯
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思

為
ノ
。

一
六
二
○
年
？
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
シ
ョ
フ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
生
ま

れ
る
。

？
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
、
ま
た
は
ラ
イ
デ
ン
に
て
修
学
。

一
六
四
二
年
Ｎ
Ｃ
の
庁
旦
で
牧
師
候
補
（
厚
ｇ
ｏ
目
①
貝
）
に
な
る
。

一
六
五
四
年
十
月
五
日
ぐ
○
○
の
牧
師
と
し
て
東
イ
ン
ド
行
き

を
希
望
す
る
。

一
六
五
四
年
十
二
月
十
日
己
①
厚
。
①
己
×
号
で
出
港
。

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
シ
ョ
フ
の
生
涯
と

そ
の
業
績

ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
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一
六
七
四
年
一
月
三
十
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
犀
乏
冒
号
号
‐

胃
再
の
目
に
手
紙
を
書
く
。
原
稿
を
推
奨
し
、
息
子
へ
ル
マ
ン
ヘ
の

援
助
を
頼
む
。

一
六
七
四
年
三
月
十
二
日
健
康
上
の
理
由
か
ら
退
任
。

一
六
七
四
年
四
月
到
着
し
た
乏
當
§
計
ｇ
”
昼
冨
①
と
知
り
合

い
、
日
本
で
も
ぐ
さ
と
そ
の
使
用
法
を
研
究
す
る
よ
う
勧
め
る
。

一
六
七
四
年
五
月
十
六
日
遺
書
を
作
成
。

一
六
五
五
年
六
月
二
十
四
日
、
ハ
タ
ヴ
ィ
ア
着
。

一
六
五
五
年
七
月
十
四
日
台
湾
へ
向
け
て
出
港
。

ニ
ハ
五
五
年
７
４
一
六
五
七
年
曽
巳
騨
扇
〕
園
匡
ｃ
陸
昌
）
弓
く
○
国
侭

に
て
宣
教
活
動
。
学
校
の
監
督
。

一
六
五
七
年
一
月
三
十
一
日
健
康
不
良
の
兆
候
が
現
れ
る
。

一
六
五
七
年
十
一
月
十
九
日
健
康
上
の
理
由
に
よ
る
早
期
転
勤

を
通
知
。

一
六
五
八
年
一
月
二
十
四
日
、
ハ
タ
ヴ
ィ
ア
で
牧
師
に
任
命
さ
れ

ヲ
（
》
○

六
十
年
代
初
め
広
南
出
身
の
女
医
が
ブ
シ
ョ
フ
の
痛
風
を
灸
で

治
療
す
る
。
そ
の
効
果
に
刺
激
さ
れ
痛
風
と
そ
の
治
療
薬
冨
。
×
画

の
研
究
を
始
め
る
。

１
部
痛
風
に
つ
い
て
の
記
述
。

第
一
章
…
痛
風
に
つ
い
て
の
記
述
。
第
二
草
：
痛
風
に
よ
る
体
内

の
腫
瘍
と
、
そ
れ
が
多
く
の
場
合
目
に
つ
か
な
い
こ
と
。
第
三
章
…

急
性
及
び
、
慢
性
痛
風
の
原
因
に
つ
い
て
。
第
四
章
…
痛
風
を
起
こ

す
蒸
気
の
性
質
に
つ
い
て
。
第
五
章
…
痛
み
の
起
き
て
い
る
体
内
と

痛
風
を
起
こ
す
病
原
体
の
集
積
層
に
つ
い
て
。
第
六
章
。
：
痛
風
は
手

足
に
起
こ
る
一
般
的
な
病
気
で
、
患
部
に
よ
っ
て
病
名
が
付
け
ら
れ

ニ
ハ
七
四
年
七
月
十
三
日
「
長
患
い
の
後
」
死
亡
。

一
六
七
四
年
七
月
十
四
日
埋
葬
。

一
六
七
五
年
ブ
シ
ョ
フ
の
著
書
発
行
さ
れ
る
。
餌
ｇ
胃
：
四
Ｆ

ｚ
且
①
局
巴
堕
○
言
巨
凋
の
く
○
員
の
目
昌
侭
命
ぐ
自
己
ｏ
目
〕
巨
酔
烏
盟
烏
門
口
の
い

い
①
房
吻
異
国
①
⑦
ｇ
①
唖
冒
瞥
昌
○
国
時
鳥
目
国
巨
行
‐
巨
旨
巴
．
。
。
。
局

国
９
日
騨
旨
こ
い
国
易
号
ｇ
［
．
：
．
］
》
計
シ
日
降
ｏ
ａ
凹
日
扇
計
．
（
一
六

七
六
年
英
訳
版
の
発
行
。
一
六
七
七
年
独
語
版
の
発
行
・
）

ブ
シ
ョ
フ
の
著
書
は
、
今
日
僅
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
正
確
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
私
の
発
表
に

際
し
て
は
、
そ
の
著
耆
に
つ
い
て
、
ブ
シ
ョ
フ
の
以
下
の
分
類
に
沿

っ
て
分
析
を
試
承
た
い
と
思
う
。
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て
い
る
。
又
は
、
痛
風
の
病
原
が
生
じ
る
所
に
つ
い
て
。
第
七
章
：
．

ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
病
原
体
が
手
足
に
入
る

か
。
第
八
章
…
発
病
箇
所
に
つ
い
て
。
第
九
章
・
‐
・
痛
風
の
特
徴
に
つ

い
て
。
第
十
章
…
痛
風
に
伴
う
偶
然
の
現
象
に
つ
い
て
。
第
十
一
章

…
痛
風
の
際
よ
く
現
れ
る
表
面
の
軟
腫
瘍
に
つ
い
て
。
第
十
二
章
…

麻
ひ
に
つ
い
て
。
第
十
三
章
…
瘤
腫
の
結
節
に
つ
い
て
。

２
部
痛
風
の
治
療
に
つ
い
て
。

第
一
章
…
痛
風
の
治
療
一
般
に
つ
い
て
。
第
二
章
・
・
痛
風
が

巨
○
×
脚
を
焼
き
付
け
る
こ
と
で
治
療
可
能
な
こ
と
。
第
三
章
…
こ
の

治
療
薬
の
用
い
方
と
そ
の
効
用
。
第
四
章
．
：
旨
。
×
圏
と
は
何
か
、
ま

た
ど
こ
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
。
第
五
章
・
・
・
こ
の
有
効
な
治
療
薬
は

ど
う
用
い
ら
れ
る
べ
き
か
。
第
六
章
・
・
・
焼
き
付
け
た
後
、
そ
の
箇
所

を
ど
う
扱
う
か
。
第
七
章
・
・
・
焼
き
付
け
の
驚
く
べ
き
効
果
に
つ
い

て
。
第
八
章
・
・
・
焼
き
付
け
が
、
痛
風
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
薬
よ
り
も
は
る
か
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
。
第
九

章
…
な
ぜ
、
こ
の
焼
き
付
け
は
耐
え
ら
れ
る
の
か
。
第
十
章
・
・
・
焼
き

付
け
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
患
者
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
に
つ
い
て
。

第
十
一
章
…
香
ば
し
い
棒
（
線
香
）
と
そ
の
効
用
に
つ
い
て
。
第
十

二
章
…
焼
き
付
け
を
行
う
べ
き
箇
所
に
つ
い
て
。
第
十
三
章
…
焼
き

付
け
を
誤
っ
た
際
の
損
傷
、
危
険
性
に
つ
い
て
。
第
十
四
章
…
痛
風

の
際
、
偶
然
に
で
き
た
軟
腫
瘍
と
、
そ
の
治
療
に
つ
い
て
。
第
十
五

章
：
．
瘤
腫
及
び
石
の
よ
う
に
堅
い
腫
瘍
の
治
療
に
つ
い
て
。
第
十
六

章
：
．
痛
風
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

本
質
的
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
第
十
七
章
…
痛
風
を
予
防
す
る
有
効

な
薬
。
第
十
八
章
：
．
歯
痛
と
、
歯
の
痛
風
の
治
療
に
つ
い
て
。
付
記

…
三
件
の
注
目
す
べ
き
病
例
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）

（85）247




